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登壇 

 
司会：お集まりいただき、ありがとうございます。これより株式会社プレイド 2024 年 9 ⽉期第 2
四半期決算説明会を⾏います。本⽇の説明には、将来の⾒通しに関する説明が含まれています。こ
れらの説明は将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。実際の
結果は環境の変化などにより、将来の⾒通しと⼤きく異なる可能性があることにご留意ください。 

加えて、こちらのご注意をよくお読みください。 

プレゼンテーション終了後、Q&A セッションがございます。Q&A フォームもご⽤意しております
ので、随時テキストでご質問いただいても構いません。 

本⽇は代表の倉橋と VP of Finance の⾼橋によるご説明となります。それでは開始いたします。倉
橋さん、よろしくお願いいたします。 

倉橋：皆様、改めまして倉橋でございます。本⽇は第 2 四半期の決算発表ということでご参加いた
だきありがとうございます。 

冒頭、私から簡単にコメントでございますが、今回の第 2 四半期決算、すなわち上期決算でござい
ますが、⾮常に⼒強い成⻑に戻りつつある、再現性ある成⻑が実現できつつある、そんな決算にな
っていると考えております。 

さまざまな先⾏投資も⾏っているタイミングではもちろんございますが、今回は⾜元の業績であっ
たり、成⻑の⼟台、こういったところにフォーカスした決算発表としてデザインしておりますの
で、1 時間よろしくお願いいたします。 

では、⾼橋のほうからご説明いたします。 
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⾼橋：それでは、私より第 2 四半期の実績についてご説明申し上げます。まずはサマリーでござい
ます。

 

⾮常に良好な決算であったと考えてございます。Q2 の連結ベースの売上は、前年同期⽐ 27.3%成
⻑いたしまして、27 億 3,300 万円の着地でございました。Q1 も好調でございましたので、Q2 ま
での累計で申し上げると、前年同期⽐ 28.4%成⻑ということで、30%に近い⽔準で推移してござい
ます。 

調整後営業利益、こちらは連結で 1 億 7,400 万円で着地しており、前年同期⽐で増益となってござ
います。売上調整後営業利益ともに、プレイド単体が⼤きくけん引いたしまして、売上成⻑と利益
成⻑、これらをしっかり両⽴できる状態になってきたと考えております。 

また、粗利率が連結で 69.4%と、前年同期⽐で 4.3ポイント低下しておりますが、こちらについて
は、以降の連結パートで詳細をご説明申し上げます。 
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それでは、連結パートに⼊ります。

 

まずはトップラインでございます。右側にございますとおり、ARRの成⻑が加速しております。
QoQ での純増は 4 億 8,500 万円でございました。前年同期⽐で申し上げると 21.9%の成⻑になり
ます。ARRは、Q1 に続きまして Q2 も期初計画を⼤きく上回って推移しておりまして、その結
果、サブスクリプション売上も増加しています。 

また、サービス・コンサル売上も QoQ で増加しております。2 ⽉の Q1 決算のタイミングでは、
Q1 で計上された STUDIO ZEROの⼤型スポット案件がＱ2 ではなくなるため、QoQ では減収する
可能性があると申し上げておりましたが、その後の STUDIO ZEROの案件の獲得ですとか、PLAID 
ALPHA も業績が堅調に推移いたしまして、結果的には増収で着地いたしました。したがいまし
て、サブスクリプション、サービス・コンサルともに、⾮常に良好な結果であったと考えておりま
す。 
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粗利でございます。

 

粗利率につきましては、先ほどサマリーでも触れさせていただきましたが、このたびYoYで 4ポ
イント、QoQ で⾒ましても約 2ポイント低下しております。YoYの 4ポイントのうち約 2ポイン
トは、基本的にはサービス・コンサル売上の増加によるものになりますので、売上構成の変化に起
因するものでございます。 

残りの 2ポイント、つまり QoQ の原因は、右側のグラフにございますとおり、KARTE 領域におい
て⼀過性の費⽤を計上いたしました。これが 1ポイント強、そして円安の影響、これが 0.5 ポイン
ト強で、合計約 2ポイント低下しております。⼀過性の費⽤の 1ポイント分は Q3 でなくなります
が、円安の影響につきましては、今後の市場動向にもよりますが、当⾯は継続するであろうと考え
ておりますので、サーバー利⽤の効率化を引き続き推進していくとともに、為替ヘッジの⾒直しな
ど、さまざまな施策を通じて強化を図ってまいりたいと思っております。 
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販管費でございます。

 

販管費は着実な効率化が進んでおります。販管費率は、従前で申し上げると 80%近い⽔準で推移
しておりましたが、現在は 65.4%まで低下しております。これは、例えば費⽤対効果を意識した広
告宣伝費の活⽤、あるいは⼈材採⽤プロセス、社内制度の⾒直しといった、あらゆる施策を全社レ
ベルで実施しておりますので、その結果によるものでございます。すなわち、持続性の⾼い効率化
が進んでいるというふうに考えております。 

また、後ほど業績予想のパートでも触れさせていただきますが、好調な売上推移と、このコストの
効率化によりまして、利益が期初計画に⽐べて相当程度、上振れております。それも踏まえまし
て、下期は⼈材採⽤の前倒しなど、約 3 億円の追加の成⻑投資を⾏う予定でございますので、
Q3、Q4 の販管費率は⼀時的に向上すると思っておりますが、それ以降は低下のトレンドが続いて
いく⾒通しでございます。 
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調整後営業利益でございます。

 

これまでご説明申し上げた内容の結果、調整後営業利益は QoQ で増益となり、1 億 7,400 万で着
地いたしました。調整後営業利益率で申し上げると、6.4%でございます。 

バランスシートも引き続き良好な⽔準を保っております。

 

加えまして、今後は連結ベースで⿊字化し、かつ、利益率も⾼まっていくフェーズに⼊っていくだ
ろうと考えておりますので、バランスシートの状態は⼀層改善していくものと考えてございます。 



 
 

8 

続きまして、プレイド単体およびグループ会社の状況についてご説明申し上げます。 

 

プレイド単体のトップラインは、連結で申し上げた内容と重複いたしますので、詳細は割愛いたし
ますが、売上、ARR、いずれも好調に推移しております。 

NRR、こちらの上昇が続いておりまして、107.4%の着地となりました。 
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後ほどビジネスアップデートのパートで倉橋からもご説明があるかと思いますが、顧客継続率つま
り解約率が⾮常に良好な数字を保っていることに加えまして、アップセル/クロスセルが順調に進
んでいる結果、NRRが向上しております。 

続きまして、社数と単価の分解でございます。

 

引き続き、エンタープライズ企業に対するアプローチにフォーカスしておりますが、その戦略が奏
功しておりまして、社数・単価ともに順調に伸びております。この濃い⾚の部分でございます。 

プロダクト別で申し上げましても、KARTE for App、Blocks、Datahub、Message、Signals、そ
れらが満遍なく販売できておりまして、マルチプロダクトの戦略が有効に機能している証左である
と捉えております。 
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調整後営業利益も、連結の内容と重複いたしますので詳細は割愛いたしますが、プレイド単体の収
益⼒が、ご覧のとおり急速に向上しておりまして、それが連結の業績をけん引している格好になっ
てございます。

 

最後に、プレイド単体の採⽤状況でございます。 

 

利益が成⻑している中でございますが、⼈材採⽤は計画どおり進捗しております。カスタマーサク
セス/エンジニアの採⽤に加えまして、お客様からのニーズが強い PLAID ALPHA、STUDIO ZERO
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の採⽤も着々と進めております。したがいまして、しっかりと⼈材を確保しながら利益成⻑も両⽴
できている、そういう状態にございますので、トレンドとしてはかなり良い状況になると考えてお
ります。 

グループ会社も順調でございます。

 

売上、調整後営業利益ともに計画並み、あるいはそれを上回る⽔準で推移しております。 
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私からご説明するパートの最後として、業績予想の修正のご説明を申し上げます。 

 

これまでの良好な業績を反映いたしまして、上⽅修正を⾏っております。売上は期初計画⽐ 1.3%
増えまして、108 億円程度で着地する⾒込みでございます。調整後営業利益、こちらは期初計画⽐
の 1,400 万円から⼤きく上振れまして、通期では 2.7 億円で着地する⾒込みでございます。 

また、この 2.7 億円という数字は、下期に予定しております最⼤ 3 億円の追加の成⻑投資を控除し
た数字になりますので、今期の実⼒値としては 3 億円を⾜し上げた 5.7 億円、調整後営業利益とい
うことでございます。 

次のパートで倉橋からもご説明があるかと思いますが、Q3以降の⾒通しも明るい状況でございま
すので、引き続き、売上ならびに利益成⻑の両⽴に努めてまいりたいと考えております。 

私からのご説明は以上でございまして、以降、倉橋にバトンタッチさせていただきます。 
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倉橋：ビジネスアップデートについてお話を進めてまいります。 

 

ご覧いただいているように、今回は顧客継続率およびアップセル/クロスセル、こちらについてト
ピックをお持ちしております。 

プレイドのビジネスモデル上、毎年、3 ⽉の契約更新、これが⾮常に⼤きなポーションを対年間で
占めているということでございます。この 3 ⽉の契約更新状況について、スポットで皆様に先出し
で今回お伝えできればと考えて持ってまいりました。 

結論といたしましては、計画を⼤きく上回る形にて、90%超の契約更新率ということで着地してお
ります。今期はこの上期を通じまして、⾮常に⾼い契約更新率を維持できております。内部的なカ
スタマーサクセスを含めた顧客とのコミュニケーションおよび関係構築、ここは⾮常に重要なポイ
ントでございますが、良い進捗を引き続き継続できている。 

すなわち、今期、ここの契約更新は⾮常に良い⽔準、そしてより改善の余地を残しながら事業推進
できているということでございます。この部分は、この第 3 クォーター、そして第 4 クォーター、
すなわち通期業績、ここにとっても⼤きな追い⾵になってくると考えております。 

右側、アップセル/クロスセル、こちらも順調に成⻑速度が加速しているということでございま
す。このアップセル/クロスセルを通じた ARRの積み上げ額、こちらは昨年に⽐べまして約 3割増
加していると。⾮常にここも⼒強い⽣産性の改善がなされているということでございます。 
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では、次でございますが、今お話ししたアップセル/クロスセルの過去実績で、われわれはアップ
セルにて 54%、クロスセルにて 46%の ARRの積み上げを実現してきているということでございま
す。 

 

クロスセルが特に着実に進捗しているという中において、各プロダクトのアップセル、すなわちク
ロスセルされた各プロダクトが、その後、利⽤を加速し、顧客企業の中で成功体験を積んでいただ
けることで、プロダクトごとの契約⾦額が増⼤していく。これをプロダクトごとのアップセルと記
載しておりますが、こういったクロスセル/アップセルの相互の売上成⻑寄与が実現できてきてい
るということでございますので、さらにこちらを強化していきたいと考えているわけです。 

下の図の右側にありますとおり、年々、1企業当たりのプロダクト利⽤数は増加してきている状況
です。これはマルチプロダクトをしっかりと展開していくこと、またそちらをエンタープライズ企
業にしっかりと提供していく、こういったことが奏功している結果と捉えております。 

今後は、今回の業績発表でも触れております、PLAID ALPHA だったり、STUDIO ZERO、こうい
ったプロフェッショナルサービスの展開強化、これによってさらにマルチプロダクトの利⽤が加速
するものと⾒ておりますので、より幅広くご⽀援し、そしてより⼤きな契約とし、より強固な契約
として進めていく、こういった戦略を引き続き推進していきたいと考えております。 
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では、次お願いいたします。最後、Key Takeawaysでございます。

 

今ちょうどお話ししたとおり、マルチプロダクト、プロフェッショナルサービス、そしてエンター
プライズ、こちらの組み合わせ戦略が⾮常によく機能していることが今回の決算でもご報告できた
かなと思っております。 

何より重要なのは、プレイドが単なる SaaSベンダー、これを超える期待値として、顧客企業の中
で期待値が醸成されてきていることが極めて重要なニュースかなと捉えております。 

今後、本格的に各プロダクトおよびサービスのクロスユースを推進してまいりますし、また、多様
な業界にお客様がいらっしゃいますので、業界別のデリバリー戦略、こちらもしっかりと強化して
いくと。こういった、まだまださらなる伸びしろを構築する戦略が推進しておりますので、今後も
さらなる加速余地を構築しながら、より強い事業成⻑をつくっていきたいと考えております。 

2点⽬は、記載のとおりでございますが、トップライン、これをさらに加速させていくというこ
と。そして、⽣産性をさらに向上させていくこと。この両輪をしっかり再現性のある形で実現して
いくことで、Profitable Growth、こちらをしっかりと実現していきたいと考えております。 

こちらで今回の決算発表に関しては以上となります。ありがとうございます。 

司会：ご清聴ありがとうございました。以上をもちまして、株式会社プレイド 2024 年 9 ⽉期第 2
四半期決算説明会における、われわれからのご説明のセッションを終わります。 
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質疑応答 

 

司会：これより Q&A セッションを開始します。 

質問 1-1：恐れ⼊ります。⼀つだけ、考え⽅をお伺いしたいんですけども。今回、3 億円、最⼤実
施する予定ということで、実⼒値は 5.7 億、3 クォーター、4 クォーターで販管費率が上昇すると
いうことですが、この投資という考え⽅なんですけど、来期以降はこの 3 億円は減るということで
はないと思うのですが、これは何か⼀時的にボーナスとして払うのか、それとも⼈の採⽤をするの
か。具体的に投資の中⾝、この 3 億円の中⾝と、来期以降これがなくなるのか、続くのか、その辺
を少しクリアにいただけますでしょうか。以上です。 

⾼橋：ありがとうございます。私からご回答させていただきます。おっしゃるとおりでして、⼈材
採⽤もありますし、⼀部、ワンオフの形で、賞与という形で⽀払いをいたします。広告宣伝も追加
いたしますので、3 億円全てがこの FY24 で消化されるということではないですけれども、そのう
ち約半分くらいは⼈材採⽤にかかりますので、今後も引き続き継続して⽣じるコストだとご認識い
ただければよろしいかと思います。 

質問 1-2：分かりました。もう 1点、追加なんですけども、販管費のところで、効率的に扱われて
いるという中では、コメントはなかったんですけども、1⼈当たりの⼈件費が低下傾向にございま
すので、これは従来と⽐べて採⽤するような⽅の、少し⽅針、少し中堅でチーム的にやっていくの
か、今までエースを採ってきたところを変えているのか。⼈件費が下がって⾒えるんですけれど
も、何か戦略的な⽅針のもとなのか、たまたまなのか、この辺を⼀つお願いします。 

倉橋：ご質問ありがとうございます。⼈材採⽤に関しては、今回の資料中でもお伝えしているとお
り、⾮常に計画的に採⽤が進んでいるということでございますが、従来と異なるのは、やはりわれ
われも、例えばセールス、サクセス、そしてマーケティング等々、会社の中で⾮常に重要な各オペ
レーションにおける⾻格となる⼈材の獲得と、それをしっかりと加速させていくという上でのチー
ムメンバーをしっかり採っていく、こういった多様な⼈材の採⽤バランスが従前と少し変わってき
ているというのは、ご質問いただいたとおり、これらの報酬のバランスが変わってきている⼀つの
理由かなと考えております。 

質問 1-3：分かりました。ありがとうございます。最後にもう 1点だけ。今⽇、あえて倉橋さんが
冒頭で、短期の業績のご説明という話をされたので、われわれとしては、少なくとも私は、少し中
⻑期の数字を⽰せるタイミングになってきたかなというふうに期待をしているんですけども。やは
りマーケットでも、今期数億円の利益というところに熱狂する⼈もいれば、やはり 2 年、3 年先
の、⼀度下⽅修正もされましたので慎重になっているとは思うんですけども、どういったレベル感
での利益が出るのかというのを、次の例えば通期とか、3 クォーター辺りで説明があるのをあえて
前提として、今回は短期とおっしゃったのかなという気もしますし。 
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説明会はコンパクトでいいんですけども、中⻑期の話というのはどうでしょう、期待していいんで
しょうか。もう少しまだ先なので⾒えない、そんな状況でしょうか。 

倉橋：ありがとうございます。企業内の取り組みとしては、常に⾜元から、短期から中期にかけた
ものと、中期から⻑期的なものと、常に両輪あるわけです。われわれとしては、今最も発信すべき
重要なポイントというのは、この 2 年、3 年辺り、われわれ⾃⾝が改善し、フォーカスしてきたこ
と、すなわち⼟台の成⻑⼒の部分、こちらについてしっかりと皆様に結果をもってご説明するこ
と、ここにプライオリティを置いているということでございまして、今回は上期に、上期という
か、1 クォーターに続きではございますけども、しっかりとその成⻑性が従前より⼒強いものにな
ってきていることを中⼼にお伝えしたかったというのがまずございます。 

⼀⽅で、中⻑期の部分の成⻑、ここに関しては⾮常に強い⾃信を持っております。少し途中も触れ
ましたが、われわれ、このマルチプロダクトであったり、プロフェッショナルサービスであった
り、この辺りを戦略としてしっかり推進することはできているわけですが、それぞれのサービス価
値、クオリティをしっかりと、よりブラッシュアップしていくこととか、それぞれの価値をより戦
略的に顧客企業、市場に届けていくこと。もしかしたらこれは提供価値ごとのシナジーと⾔えるか
もしれませんが、こういったプレイドグループ Allでのシナジーの発揮。 

そして、例えば従前の IRでも少しお出ししてきた部分ではありますが、われわれグループ全体で
⾒ると、⾮常に膨⼤なカスタマーデータを⽇々処理し、顧客企業の活⽤を促しているということで
ございます。こういったデータアセットを基にした独⾃性、そして競争⼒のある AIの活⽤、こう
いった検証も実はかなり進めている部分がございます。 

ですので、中⻑期への⾃信、そして準備というのも着実に進めているんですが、今回はその中で、
皆様とのコミュニケーションに、⼟台の成⻑⼒、ここの再現性、そこにフォーカスしてお話しさせ
ていただいたということでございます。 

質問 2：下期の⼈材投資 3 億円とはどういった内容でしょうか。3Q と 4Q、どちらに偏重するので
しょうか。⼈材投資で 3 億円もかかるのでしょうか。 

⾼橋：こちらも私より回答させていただきます。まず、3Q と 4Q、どちらに偏重するんでしょうか
というご質問からお答えさせていただくと、4Q になります。 

⼈材の採⽤、これが当初予定していた⼈数よりも 15名から 20名ほど、新たに採⽤しようと思っ
ているというのが⼀つ。採⽤のタイミングにもよるんですけれども、各種のエージェントですと
か、スカウトに関する費⽤、ワンオフの費⽤も発⽣いたしまして、そのもろもろが⼈材の投資と申
し上げているものになります。 

4Q に偏重する理由は、今の採⽤のタイミングもそうですけれども、広告宣伝費、ここも⼀部使⽤
いたしますので、それによって 4Q のほうがより強いということでございます。以上、ご回答申し
上げました。 
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質問 3：基本的な質問で恐縮ですが、Appier Groupやエフ・コードなどとの違いをどのように理
解すればいいか教えてください。 

倉橋：ありがとうございます。Appier、そしてエフ・コード、もしかしたら他の企業名を想像され
ている⽅もいらっしゃるかもしれませんが、われわれとして、事業において⾮常に重要なポイント
は、Appier、そしてエフ・コード、両企業、もしくは両企業が提供するサービスと競合することっ
て、実はほとんどないんですね。 

ですので、⾮常に重要な、⼤きく強くベンチマークしているわけではないという前提はまずお伝え
しておきたいと思っております。おそらく両企業とも、カスタマーデータ、DX、CX、こういった
ところを事業領域にしている、ここは共通している部分かなと思っております。そして、シングル
プロダクトだけではなくてマルチプロダクトにて展開しているということ、ここも共通している部
分なのかなと思っております。 

例えば、Appierとプレイドの⼤きな違いで申しますと、Appier Groupは、やはり広告領域、アド
テクを中⼼とした事業展開、それを広義に CXとして展開している、そういったメインストーリー
かなと考えているわけです。実際、われわれも広告領域で事業展開を開始しておりますが、とはい
え、まだまだ競合することはほとんどないということでございます。 

⼀⽅で、エフ・コード社、こちらもさまざまなプロダクトを展開しているのかなと考えておりま
す。⼀⽅で、彼らが主⼒として展開しているのは、Webサイト上での接客⾏為であったり、チャ
ットボットであったり、われわれがフォーカスしているカスタマーデータの活⽤⽀援の幅よりは、
かなりフォーカスした事業展開をされているのかなと考えております。 

ただ、実態として、彼らが展開しているドメインでもなかなか競合するシーンというのは多くない
ということでございます。厳密には、両社と重なる部分というのは当然ながらゼロではないと考え
ておりますが、まず実事業ではそのような状況ということでございます。こちらで回答になってお
りますでしょうか。 

質問 4：今おっしゃっている賞与は何に連動するのでしょうか。 

⾼橋：賞与に関しましては、何かに連動してオートマチックに配布しているものでは現状なくて、
売上はもちろんそうですし、営業利益、そういったものを総合的に判断いたしまして適宜配布して
いるものでございます。ご回答申し上げました。 

質問 5：これはお答えいただけないことを想定してのあえてご質問なんですけども。今回、CFOと
いう⽴場で交代されましたけども、武藤さんから⾼橋さんと、社⻑としてどんな思いがあってとい
うか、今後、期待するもの、IPOの前に武藤さんが⼊られて、無事に IPOされて、今はちょうどし
っかり⼟台ができたという話もあったんですけども、⼀般的には、プレスリリースでは、⼀⾝上の
都合でおしまいなんですけども、何か戦略上、⾼橋さんを据えることで、こんな変化を期待してい
るとか、何かあれば。お答えできなければそれで結構です。あればお願いします。 
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倉橋：ありがとうございます。どこまでが話すべき内容なのか、判断が難しいご質問なので、ちょ
っと考えながらお話しさせていただきたいと思います。まず、武藤が 2018 年以降、今年で 6年⽬
にあたりますが、ジョインして以降、プレイドグループにとっては⾮常に重要な役割を果たしても
らいました。 

彼がジョインした、ちょうど 2 年後ぐらいが、プレイドが IPOするタイミングであったというこ
ともありますし、上場後、ある種苦しい側⾯もある中で、全社⼀丸となって今の状態まで持ってく
るところ、ここに関しても、CFOという役割を超えて⾮常に⼤きく尽⼒してもらったと捉えてお
ります。 

⼀⽅で、われわれも⾮常に幅広い価値の供給、プロダクト然り、サービス然り、展開をスタート
し、グループ経営も始まり、よりグループ全体としての強い経営を⽬指していく。⼀⽅で、各サー
ビスだったり、プロダクトごとのそれぞれの⾃⽴的な成⻑というものも⽬指していく。従前とは少
し違う経営スタイル、およびその経営イシューに向き合っていくべきフェーズが来ているというこ
とでございます。 

そういった議論の中で、この 6年間貢献してもらった武藤から⾼橋のほうにバトンをつなぎ、次の
チャレンジに向かうということ。プレイドは⾮常に、社員であったり、仲間が定着している会社だ
と捉えております。⼀⽅で、いわゆるリーダーであったり、重要な責任を担う⼈間からのサクセッ
ション、これが逆を⾔うと発⽣しにくい部分もあったのかなと思っています。 

今回、武藤はこの⼟台がしっかりできてきたタイミングにおいて、経営として、会社の重責を担う
⼈間として積極的にサクセッションを⾏うこと、これによってプレイドの次に向けた脱⽪を促して
いったということだと考えておりますし、何より彼が CFOという役割を外れた後、⾼橋をはじめ
とした、ファイナンスおよびコーポレートチーム、⾮常に強く優秀なチームでございますので、わ
れわれとしては全く不安はないし、より強くなっていきます。そういう思いを少しでも伝えたいと
いうところもあり、後任として⾼橋が継いでいきますということも含めて発信させていただいてい
るということでございます。 

司会 [M]：ご質問ありがとうございました。質問が終わりましたので、これにて株式会社プレイド
2024 年 9 ⽉期第 2 四半期決算説明会を閉会いたします。皆様、お忙しい中お集まりいただきまし
てありがとうございました。 

 

［了］ 

______________  
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免責事項 

本書き起こしの⼀部には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、将来の業 
績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は環境の変化など 
により、実際の結果と異なる可能性があることにご留意ください。 
 
本書き起こしに関して、当社は細⼼の注意を払っておりますが、内容に誤りがあった場合や、第三 
者によるデータの改ざん、データダウンロード等によって⽣じた障害等に関し、事由の如何を問わ 
ずに⼀切責任を負うものではありません。また、本書き起こしに誤りが含まれている場合、通知な 
しに内容の変更を⾏うことがあります。 


